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＜対象及び方法＞対象は、2016 年 1 月から 2017 年 3 月の間に保存療法で症状の改善をえ
ず、日本医科大学千葉北総病院脳神経外科で CPNEN の神経剥離術を行った連続 7 例８側
である。症例の内訳は男性 5 例、女性 2 例、平均年齢 71.1 歳で、左側 3 例、右側 5 例で
あった。全例で術前に間欠性跛行を認め、また CPNEN の誘発試験として行なった連続足
関節底屈試験（repetitive plantar flexion test）は陽性であった。我々は CPNEN の神経剥
離術を局所麻酔下に行っているが、CODMAN Micro Sensor (Codman and Shurtleff Inc., 




では足関節の底屈で有意に上昇し(1.8 から 37.3mmH2O へ上昇, p<0.05)、また足関節の背








本研究が、特発性 CPNEN の病態解明の一助となり、更に CPNEN に対する十分かつ適切
な外科治療法開発へ貢献することが示唆された。
